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（中央、右は建設中のJ1棟）

2000年・R3棟とJ1棟

　　　　　右には創造棟
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(R3棟)と合同棟（J1棟）
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1942年・正門から富士山
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1964年・工業材料研究所（正面）
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佐 藤 正 雄

工業材料研究所 ９　代 昭和45.3.1 ～ 48.2.28

加 藤 六 美

工業材料研究所 ７・８代 昭和43.10.1～ 45.2.28

田 賀 井 秀 夫

工業材料研究所 ６　代 昭和40.10.1～ 43.9.30

森 谷 太 郎

工業材料研究所 ５　代 昭和37.10.1～ 40.9.30

河 嶋 千 尋

工業材料研究所 ４　代 昭和34.10.1～ 37.9.30

山 内 俊 吉

工業材料研究所 ２・３代 昭和33.6.13～ 34.9.30

内 田 俊 一

建築材料研究所 ５　代 昭和31.4.1 ～ 33.3.31

工業材料研究所 初　代 昭和33.4.1 ～ 33.6.12

歴 代 所 長

狩 野 春 一

建築材料研究所 ４　代 昭和28.8.1 ～ 31.3.31

田 邊 平 學

建築材料研究所 ３　代 昭和22.7.5 ～ 28.7.31

山 内 俊 吉

窯業研究所 ２　代 昭和22.5.31～ 33.3.31

平 野 耕 輔

窯業研究所 初　代 昭和18.2.1 ～ 22.4.10

小 林 政 一

建築材料研究所 ２　代 昭和14.4.1 ～ 22.7.4

加 藤 与 五 郎

建築材料研究所 初　代 昭和9.3.1 ～ 14.3.31
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鯉 沼 秀 臣

応用セラミックス研究所 ３ 代 平成14.4.1 ～ 7.3.31

安 田 榮 一

応用セラミックス研究所 ２ 代 平成11.4.1 ～ 14.3.31

澤 岡 　 昭

工業材料研究所 ２０代 平成6.4.1 ～ 8.5.11

中 村 哲 朗

工業材料研究所 １９代 平成4.4.1 ～ 6.3.31

丸 茂 文 幸

工業材料研究所 １８代 平成2.4.1 ～ 4.3.31

応用セラミックス研究所 初  代 平成8.5.11 ～ 11.3.31

浜 野 健 也
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吉 岡 　 丹

工業材料研究所 １３代 昭和52.ll.16～ 55.4.1

岩 井 津 一

工業材料研究所 １２代 昭和52.10.24 ～ 52.ll.15
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祝　　　辞

東京工業大学　学長　　相　澤　益　男

応用セラミックス研究所の創立７０周年をお祝い申し上げます。

応用セラミックス研究所の変遷を辿りますと、 １９３４年の建築材料研究所設立、

１９４３年の窯業研究所設立に続き、 １９５８年には両研究所が工業材料研究所に

統合されています。 その後順調な発展を遂げ、 １９９６年には無機材料分野のＣＯ

Ｅに認定されるとともに、 全国共同利用の応用セラミックス研究所に拡大改組され

ました。 　　　　　　　　　　　　

創立３０周年および５０周年という節目には記念事業が行われましたが、 とくに

５０周年では、 松田武彦学長および松永光文部大臣から祝辞をいただくとともに、

山内俊吉、加藤六美元工業材料研究所長・学長をはじめとする研究所関係の錚々

たる方々の名が記されております。 ファインセラミックスや建築材料研究における

貢献を讃えるばかりでなく、研究所のさらなる発展への多大の期待が託されました。

その後２０年、 エレクトロニクスの驚異的発展、 高温超伝導の発見、 ナノテクノ

ロジー分野の展開など、 無機材料を中心とする機能材料科学の進化は加速され

発展を続けています。 建築材料を始めとする構造材料についても、 神戸地震や

米国の９ ・ １１事件を契機にして、 安全や防災に関わる材料開発および新しい構

造技術へのニーズはますます高まってきました。 このような研究をリードする全国

共同利用の応用セラミックス研究所の使命は極めて重要であり、 今後のさらなる発

展を期待するものであります。

一方、 ２０年前の製造業を中心とする高度経済成長を反映した大学 ・研究所の

持続的発展の見通しは、 バブル経済の崩壊や若年層の人口減、 さらには中国を

始めとする周辺諸国の急成長を前にして修正を余儀なくされました。 応用セラミッ

クス研究所創立７０周年に当たる本年、 国立大学は法人化され、 研究所にとって

もその存立基盤と組織運営に関わる基本的な変革が行われております。“昨日あっ

たものは明日もある、 昨日までしてきたことは明日も出来る”、 ということについて

の安易な保証は無くなり、 大学人 ・ 研究者としての自由とともに、 社会への責任

を意識した約束と将来への夢の実行プランが明確に求められるようになったと言え

ましょう。

研究大学として世界最高水準の総合理工系大学をめざす東京工業大学にとっ

て、 附置研究所の意義は益々高まって参りました。 東京工業大学附置研究所の

中で唯一の全国共同利用研究所であり、 常に世の中の流れを先取りして進化を

続けてきた応用セラミックス研究所の７０年の歴史に敬意を表するとともに、 今後の

一層の発展を祈念するしだいであります。
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研究所７０年の節目の年に、 国立大学は法人化されました。 政令で規定されて

いた国立大学附置研究所 （全国２０大学に５８、 うち１９が全国共同利用研） は、

省令にも規定されない法人化国立大学の附置研究所になりました。 文部科学省

の傘からはずれ、 大学院研究科と同様に、 中期目標・中期計画に基づいて研究・

教育、 および社会への貢献を自己申告し、 その実績が評価され、 組織運営や個

人の待遇にまで反映されることになります。 これまで以上に緊張感を持って研究

所の存在をアピールしていく必要があります。 また、 全国共同利用研であるという

ことは、 東京工業大学のみならず全国の研究機関に最先端の研究知識、 方法、

施設を備え、 拡充させ、 提供する義務を負っていることになり、 東工大附置研を

超えたスーパー研究所としての使命も有することを意味します。

創立７０周年に当たり、 安田榮一副所長と和田章実行委員長を中心に記念事

業を企画し、 すずかけ台キャンパス ・ 第２回学術研究公開 （１０月２２日） に連動

して、 以下の行事を実施することにしました。 是非お立寄り、 ご覧下さい。

1.70周年記念式典・講演会・コンサート：10月21日、すずかけホール

2.記念論文集「セラミックスと建築材料」の出版

また、 これに合わせて２００４年版の研究所案内 （Materials and Structures 

Laboratory） とニュースレター秋号を発行します。

これらの記念事業と出版を通して、 セラミックスと建築材料分野を代表する全国

共同利用研究所としての歴史と現状を紹介し、 法人化という新たな環境に置かれ

た研究所の今後の発展を考えたいと思います。

応用セラミックス研究所は、 ７０年の歴史の上に科学技術創造立国の基礎となる

材料 （もの作り） 研究 ・ 教育への貢献に向け、 さらなる進化 ・ 発展をめざします。

関係各位の応用セラミックス研究所に対するこれまでの御厚情に感謝し、 今後の

一層のご理解、 ご支援をお願い申し上げます。

応用セラミックス研究所の新たな飛躍に向けて

応用セラミックス研究所　所長　　鯉 沼 秀 臣 

現在の応用セラミックス研究所は、 建築材料研究所の流れをくむ材料融合部門

（建築物理研究センター） と窯業研究所の流れをくむ２部門 （材料機能部門およ

び材料解析部門）、 ならびに構造デザイン研究センターから構成されています。

建築材料研究所がスタートした１９３４年は、 関東大震災から１１年後、 ２回の世界

大戦の間に位置し、 日本が震災から立ち直り、 近代化を目指し世界に進出し始

めた時期に当たります。 初代所長にフェライトの発明で有名な加藤与五郎教授が

就任したことは、 当初から無機セラミックス研究との連携を想定していたのかもしれ

ません。 １９４３年には窯業研究所が設置され、 両者は１９５８年に合併して工業材

料研究所となり、 さらに１９９６年には材料研究では全国で２番目の機関ＣＯＥに認

定され、全国共同利用の応用セラミックス研究所と改称して現在に至っています。

東工大で最古の研究所であるからといって古い殻に閉じこもることなく、 組織 ・

名称の変更とともに研究の進歩や社会ニーズを反映する種々の改革に積極的に

取り組んできました。大部門制の導入（１９８１年）、時限研究施設の設置（１９７６年）

とセンターへの改組更新、 東工大最初の寄付 （ＴＤＫ） 講座の設定と３０代女性

（川合真紀） 教授の登用 （１９８８年）、 全国共同利用研究の推進 （１９９６年） な

どの例を挙げることが出来ます。 このような積極的な改革の姿勢が、 研究所から４

名の東工大学長 （内田俊一、 山内俊吉、 加藤六美、 斉藤進六） を始め、 他大

学の総長 ・学長、 高専校長、 社会的影響力のある要職に多数の人材を輩出した

背景にあると思います。学外的にも科学技術庁傘下の無機材質研究所（１９６６年：

現・独立行政法人、 物質材料研究機構・物質研） や神奈川科学技術アカデミー

（１９８９年） の創立にも貢献してきたことが知られています。

本業ともいうべき研究でも、 セラミックスおよび建築構造 ・ 材料の分野で日本を

代表する研究所として、 科学研究費特別推進、 創造科学、 戦略、 学術創成、

国際共同などの大型プロジェクトはじめ、世界をリードする研究を推進してきました。

また、 酸化物エレクトロニクス、 セラミックス超機能、 ダイナミック構造・物性解析、

耐震 ・耐火 ・耐久、 免震 ・制振構造などの新たな研究分野を発信し、 海外を含

めた約１００の研究グループに全国共同利用サービスを提供しています。
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東工大で最古の研究所であるからといって古い殻に閉じこもることなく、 組織 ・

名称の変更とともに研究の進歩や社会ニーズを反映する種々の改革に積極的に

取り組んできました。大部門制の導入（１９８１年）、時限研究施設の設置（１９７６年）

とセンターへの改組更新、 東工大最初の寄付 （ＴＤＫ） 講座の設定と３０代女性

（川合真紀） 教授の登用 （１９８８年）、 全国共同利用研究の推進 （１９９６年） な

どの例を挙げることが出来ます。 このような積極的な改革の姿勢が、 研究所から４

名の東工大学長 （内田俊一、 山内俊吉、 加藤六美、 斉藤進六） を始め、 他大

学の総長 ・学長、 高専校長、 社会的影響力のある要職に多数の人材を輩出した

背景にあると思います。学外的にも科学技術庁傘下の無機材質研究所（１９６６年：

現・独立行政法人、 物質材料研究機構・物質研） や神奈川科学技術アカデミー

（１９８９年） の創立にも貢献してきたことが知られています。

本業ともいうべき研究でも、 セラミックスおよび建築構造 ・ 材料の分野で日本を

代表する研究所として、 科学研究費特別推進、 創造科学、 戦略、 学術創成、

国際共同などの大型プロジェクトはじめ、世界をリードする研究を推進してきました。

また、 酸化物エレクトロニクス、 セラミックス超機能、 ダイナミック構造・物性解析、

耐震 ・耐火 ・耐久、 免震 ・制振構造などの新たな研究分野を発信し、 海外を含

めた約１００の研究グループに全国共同利用サービスを提供しています。
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